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本研究では、「録音Jr生活磯境音Jrクラシック音楽Jの3種類の環境音を設定し、どのよう

な環境Fで学習するのが効果的なのかを分析した。またも児童、生徒、学生を対象に成長過

程lJiJに、環境音の中で学習する上での影響を心情の側面からも検証した.その結果、環境音

がおよぽす成長遜程の学習効果について、以下のことが明らかになった。

(Dr無音Jは中学生・大学生での学習効果が高く、心情の商からは成長過程に共通して心

地よい環境であると宵定的である。

③「生活環境音Jは、成長過程に共遜しで学習効果の低ドにつながり、心情の面からも成

長過程に共通して不快と感じている。

③「クラシック音楽Jは、小学生には学習効果が高〈、心情の面からは成長過程に共遜し

てストレスを軽減し、癒しの効果があると認められた。

今後は、多種多様な環境音についての学習効果を詳しく検証していく必要があると考える。

I.諸言

騒音が多い現代社会の環境での騒音遮へい効果として、産業界ではBGMが導入されて40

年余りになる。近年、高齢者入所施設や病院などでは、リラクゼーション効果や音楽療法の

観点からBGMが流れている環境が多くなってきている。しかし、学校現場においては授業外

ではBGMが活用されている場合もあるが、授業内に音楽を聴きながら学習をする環境は、ほ

ぽ見受けられない。また、子どもたち(児童・生徒)が音楽を聴音ながら勉強するととは、集

中力の観点から保護者や教師もどちらかというと否定的だと考えられる。

学習時聞にBGMを導入することについては、管らが「高揚的音楽をBGMとして用いた場

合は不快だと感じ、抑著書的音楽を用いた場合は心地よい」と感じているという結果が出てお

り、 「認知的側爾ではなく情意的側面での効果が期待されるJという研究がなされている。リ

また、騒音とBGMが知的作業に及ぼす影響について、大場らによって、生徒を対象にして

BGMの効果と現状について多角的に研究されている。その結果、 BGMは「うるささ」とい
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う不快感を減少させるのに効果があり、知的作業に対しても有効的に作用したと報告されて

いる。"

我々の生活環境は様々な音で満ち溢れているが、快適な生活をもたらす音と不快な騒音が

ある。育った環境によっては、幼少の頃から耳慣れた近くの寺の鐘の音や祭り嫌予の音など

心地よく感じる人もいる@しかし、都会では交通機関の発達や情報社会の出現によって物質

的に豊かになり生活は便利にはなっているが、それに伴う騒音も多い@しかし、道路交通騒

音のようにー般的には騒音であっても、その騒音がなければ淋しく、無音であれば気味が悪

い状態と感じる人にとっては、それは騒音ではない。このように同じ音でも人によって騒音

になったりならなかった堕する。また、山下によると「無響室に客を案内すると静けさより

も不安を訴えられ、庭の蝉時雨の中に客が静けさを見出した」とのエピソードがある3)無

音すなわち静けさを意味しないととを示していて‘音が存在するからとそ静けさが感じられ

るとも言える。

音楽は、コミュニケーション能力の向上や身体的運動の誘発、情動の直接的発達をもたら

す、すばらしい効果があると言われているが、人聞の心の安らぎや変化以外にも作業効率を

上げ計算能力など目に見えた変化があるのではないかと考えた。

そこで、本研究では、 「無音生活環境音J クラシック音楽Jの3種類を設定し、現

境音がおよぽす学習効果について、どのような環境下の中で学習するのが効果的であるかを

調査する。また、児童、生徒、学生を対象に成長過程別に心情の側面からも環境音のおよぽ

す影響について研究する@

ll.研究目的および方法

(1) 目的

・学習効果があがる環境を成長過程別に検証する。

圃心情の側面iから、どのような環境音の中で学習する心地よいか検証する。

-計算問題の解答率と、心情アンケート実施の結果を照らし合わせ、関係件、や共通性を

調査し、より良い学習環境に適している穣境音を検証する。

(2)対象者

剛福岡県下のH小学校の学童保育クラブの児童9-12歳ん 18名

・福岡県下のK中学校の生徒14歳、 30名

・福岡県下のK女子短期大学の学生20-23歳、 25名(全て女性L

(3) 調査日と場所

園小学生田園圃 2014年9月17日に日小学校の学童クラブの学習スペース

闘中学生 a ・・ 2014年8月4日に福岡県下にあるK中学校の教室の中

・大学生・・・ 2014年宮月15日に福岡県下にあるK大学内にある教室の中
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(4) 実験方法

①計算問題と記憶力問題(資料1参照〕

環境音は以下の3種類を用意し、それぞれ5分間流したa

-無音(できるだけ静かな環境で実施した}

第51巻2号

・クラシック音楽{サティ:ジムノベディ第1番、ドビュッシ一 月のyt)

寄生活環境音(繁華街の道路の音、 CDによる録音}

小学生、中学生、大学生いずれも同じ形式の割算問題と記憶力問題を実施した。

②心情アンケート(質問紙調査、資料2参照)
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・環境音別に問題を解いたと曹の心情について1点-4点までを数値化し得点が高くな

ると脅定的な心情として得点した。

圃計算、記情カの問題を解いた時の感想を自由記述してもらう。

①③の実験待問として約40分使用した。

(5) 倫理的配議

実験の実施にあたっては「個人情報保護のために露関査結果は十分に注意を払って保管J

するとと、 「質問調査は然記名記述Jであるととを伝えた。

m.研究結果
(1) 計算問題と記寵力問題{環境音別、成長過程別回答率)

く計算問題>(図1)

小学生では「クラシック音楽Jの回答惑が72%で A番高く、次に70%で「無音」、 番回

答率が低かったのが「生活環境音jで68%という結巣になった。 rクラシック音楽Jを聴き

ながらの環境が、一番低い「生活環境音Jと比べて、回答率が (+4%)上がる結果となっ

た。

中学生ではも 「無音Jの問答率が93%で一番高く、次に90%で「生活環境音J、 「クラ

シック音業Jが86%で A番回答率が低くなる結果となった。 r無音」での計算が A番低い

「クラシック音楽」の確率と比べ回答率が (+7%)上がる結果となった勾大学生も回答率

は中学生同様に、 「無音Jの回答率が88%で一番高い。次に84%で「生活環境音J、一番縫

い回答惑が「クラシック音楽Jで83%という結果となった。 r無音」での計算が一番低い

「クラシック音楽Jの確率と比べて問答率が (+5%)J:がる結果となった。

く記憶力問題>(図2)

小学生は、 「クラシック音楽Jの回答率が宮6%と一番高く、次に「生活環境音Jで77%、

一番低い回答率が「無音Jで70%という結果となった@計算間短と同様に「クラシック音弗む

が a番低い「無音」の確率に比べ、回答率が (+26%)高くなる結果となった。中学生で

は、 「クラシック音楽Jの回答率が80%で一番高くなり、次に「無音Jで75%、一番回答率
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が低くなったのが「生活環境音Jで72%という結果となった。 rクラシック音楽J環境での回

答率が、一番低い「生活環境音Jの確率と比べ回答率が (+8%)高くなる結果となった。大学

生は、 「無音Jでの回答率が83%で一番高くなり、次に82%で「クラシック音楽J、一番低い

確率が「生活環境音Jで70%という結果となった。計算問題と同様に、 「無音J環境下での凶

答率が一番低い「生活環境音Jの確率と比べて、 (+13%)差が出る結果となった。

く計算問題と記懐カ問題の比較〉

小学生は普l算問題ではそれぞれの環境音での差異は最大でも4%であり、大きな変化は見

られなかった。しかし記憶力問題と比較してみると、最大で26%の差があることわかった.

中学生も小学生と同様、計算問題での差異は最大で7%となったが、記憶力問題の方では最

大で8%の差異が出ており計算問題よりも差がでるととがわかった。さらに大学生も、計算

問題での環境音は最大で5%となっているが、記憶力問題の差異をみると最大で昌%の差があ

ることを確認することができた。

(2) 質問紙調査(表1)計算・記憶力問題を行ったときの心情

心情についてのアンケートは、 「解きやすいjや「落ち着くJ、 「集中してできた」、

「心地よくできたJ、 「リラックスして解けた」の5項目である..4}，品満点として成長過程別

に平均憶を出した。

小学生は、一番「解きやすい」と感じたのが「クラシック音楽JでZ骨点となった。次l亡、

「無音j で2.8点、一番低い点数が「生活環境音Jで2.4点となり、一番低い「生活環境音Jと

比べて (+0.5点)差が出る結果となった。次に、 番「集中できたJと感じたのが「無音」で

3.2点となったa 次に、 「クラシック音議jで2.9点、一番低い点数が「生活環境音」で2.7点

となり、一番低い「生活環境音Jの点数と比べて、 「無音J環境が (+0.5点}差が出る結果

となった。次に「リラックスできた」と感じたのは「クラシック音楽」で3点となった。次

に「無音J環境で2.9点、一番低い点数が「生活環境音」で2.7点となり、一番低い「生活環

境音Jの点数と比べて、 「クラシック音楽Jが (+0.3点}援が出る結果となった。次に、

「心地よく解けた」と一番感じたのが「無音J環境と「クラシック音楽」で2.8点という結果

になった。一番低い点数となったのは、「生活環境音Jで2.5点となり一番低い「生活環境音J

の点数と比べて、 (+0.3点)差が出る結果となった。次に、 「落ち着いてできた」の項目に

ついて、無音環境が2.8点で一番落ち着いでできたと感じ、次にクラシックで2.7点、一番低

い点数で生活環境音が2.3点という結果になった号一番低い生活環境音の点数と比べて無音環

境は (+0.5点)差が出る結果となった。

中学生では、一番「解きやすいJと感じたのが「無音」環境で3.3点となった。次に「クラ

シック音楽Jで3点、 ふ番低い点数が「生活環境音」で2.6点となり、 4番低い「生活環境音」

の点数と比べて、 「無音j環境と (+0.7点)差が出る結果となった。次に「集中できた」の
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項目では、 「無音J環境が3.4点で一番集中できていると感じ、次に「クラシック音楽Jで2.7

点、一番低い点数で「生活環境音」が2.3点となり、一番低い「生活環境音」の点数に比べ

て、 「無音J環境が(+1.1点〕の差が出る結果となった。次に、 「リラックスできたJとい

う項目では、 「クラシック音楽J環境が3.2点で一番リラックスで宮たと感じ、次に「無音J

環境で2.6点、一番低い点数で「生活環境音jが2.5点となり、一番低い「生活環境沓」の点数

と比べて、クラシックが(十0.7点)差が出る結果となった。次に「心地よく解けたJという

項目では、 「クラシック音楽Jが3.1点で 番心地よく解げたと感じ、次に「無音J環境で3

点、一番低い点数で「生活環境音jが2.4点となり、一番低い「生活環境音Jの点数に比べて

「クラシック音楽Jが (+0.7点〉差が出る結果となった。次に「落ち着いでできたJという

項目では、 「無音」環境が3.4.点で一番落ち着いてできたと感じ、次に「クラシック音楽Jで3

点、一番低い点数で「生活環境音Jが2.5点となり、一番低い「生活環境音Jの点数に比べて

「無音J環境が (0.9点)主主が出る結果となった。

大学生では、 「解きやすいj という項目では、 「無音」環境が3.2点で一番解きやすいと感

じ、次1;:rクラシック音楽Jで3点、一番低い点数で「生活環境音Jが1.8点となり、一番低

い「生活環境音Jの点数に比べて、 「無音J環境が(+1.4点)差が出る結果となった。次に

「集中できたJの項目では、 「無音」壊壌が3.3点で一番集中できたと感じ、次に「クラシッ

ク音楽jで2.号点、一番低い点数で「作業環境音Jが1.6点という結果となり、一番低い「生

活環境音jの点数と比べて、 「無音」環境(+1.7)点差が出る結果となった。次に「リラッ

クスできたJの項目について、 「クラシック音楽Jが2.9点で一番リラックスできたと感じ、

次に「生活環境音Jで2.4点、 A番低い点数で「無音J環境2幽3点という結果となり、 ー番低

い「無音J環境の点数に比べて「クラシック音楽jが (+0.6点)差が出る結果となった勾次

に「心地よく解けたJの項目について、 「クラシック音楽Jが2.9点で一番心地よく解けたと

感じ、次に「無音J環境で2.8点、一著書低い点数で「生活環境音」が1.7点となった。一番低

い「生活環境音Jの点数と比べて、 「クラシック音楽Jが(+1.2点)差が出る結果となった。

次に「落ち着いてできたjの項目について、 「無音J環境が3.3点でゐ番落ち着いて解けたと

感じ、次1::rクラシック音楽Jで3点、一番低い点数で「生活環境音」が1.9点となった。一

番低い「生活環境音Jの点数に比べて、 「無音J環境が(+1.4点)差が出る結果となった@

アンケート全項目の点数の平均値を成長過程別でそれぞれ出すと、小学生は「録音J環境

下での平均値が2暗号A:tと一番高くなり、次に「クラシック音楽Jで2.86点、一番低い点数が

「生活環境音」で2.52点、となった無音j環境での点数は一番低い「生活環境音Jの点数

ム (+0.38点}の差が出る結果となった。

中学生では「無音J環境で3.14点と一番高くなり、次に「クラシック音楽Jで3点、一番

低かったのが「生活環境音」で2.46点となった。 r無音J環境での点数は a番低い「生活環

境音」の点数と(+0.68点}差が出る結果となった。
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大学生では「無音」環境での平均値が2.98点と一番高くなり、次に「クラシック音楽」で

2.94点、一番低い点数で「生活環境音J1.88点という結果となった。 I無音」環境での点数

は一番低い「生活環境音」の点数と比べて(+1.1点)差が出る結果となった。

環境音別による回答率(計算問題)
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計算・記憤カの問題を解いた時の心情についてのアンケート (4点満点中の平均値)

表1-1

心情U]、学生) 無音 生活環境音 クラシック

解きやすいー解きにくい 2昌点 2.4点 2.9点

集中できた一気が散った 3.2点 2.7点 2.9点

リフックスできた“緊張した 2.9点 2.7点 3.0点

心地よく解けたー不快だった 2，8点 2，5点 2.8点

議ち着いてできたイライラした 2，8点 2，3点 2.7点

平均 2，9点 2，5点 2国島点

表1圃2

心情〈中学生) 無音 作業音(騒音) クラシック

解きやすいー解きにくい 3，3点 2，6点 3，0点

集中できた気が散った 3，4点 2，3点 2，7点

リラックスできたm 緊張した 2，6点 2，5点 3，2点

心地よく解けた不快だった 3，0点 2.4点 3.1点

落ち着いてできたーイフイフした 3，4点 2，5点 日点

平均 3，0点 2.4点 3，0点

表1-3

心情{大学生) 無音 作業音(騒音〉 クラシック

解きやすいー解きにくい 3，2点 1.8点 3，0点

集中できたー気が散った 3，3点 1.6点 2，9点

リラ':1クスできたm 緊張した 2，3点 2目4点 2，9点

心地よく解けた“不快だった 2，8点 1.1点 2事点

港ち着いてできたイライラした 3，3点 1.9点 3，0点

平均 重量点 1.8点 2，9点

IV.考察

(1) 計算問題、記憤カ間短

今回、回答率の変化を成長過程別に調査した結果、小学生は苦i算問題と記憶力問題のどち

らでも「クラシック音楽J環境での回答率が一番上がっていることがわかった。中学生の結
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果では、計算問題では「無音J環境での回答惑が一番上がり、記櫨力問題では「クラシック

音楽J環境下での回答率が上がっているととがわかるe 大学生では、計算問題と記協力テス

トのどちらでも、 「無音J環境下での回答率が一番上がるということがわかった。このこと

から、小学生では「クラシック音楽」環境下、中学生は「無音Jと「クラシック音楽j環境

下、大学生は「無音J環境下で学習効率がより高くなるのではないかと考えられるe 成長滋

程lJiJに学習効率の上がる環境音の変化から、子どもは成長するにつれて、学習する時は音楽

の影響をあまり受けないのではないかと推測する。また、成長過程lJiJで出た回答惑の平均値

が、一番高い割合と一番低かった割合の環境音の差を見ると、計算問題は最大でも中学生の

十7%の差であったのに対して、記憶力は最大のもので小学生の十26%の差が出ており、計

算問題よりも記憶力の方が、顕著に差が出ているととがわかった。乙のととから、計算問題

よりも記憶力問題の方が成長過程別の回答率が一番高い環境音の影響を受けやすいのではな

いかと考える。小学生が「クラシック音楽J環境下での回答率が高いことから、児童期は、

授業中やテスト中1::音楽を用いることも有益ではないかと考えられる。特に上記で述べた計

算問題と記憶力問題の割合の差を見ると、記憶力に関する授業やテストを行う時に成長過程

に適した環境音を使用するととで、学習効果の向上が期待できるのではないかと考える。逆

に、青年期や成人期の学習効率の向上をはかりたい時は、できるだけ「無音J環境に近づけ

るような配慮、支援をすることで学習効果のl向上が期待できるのではないかと考える。

(2) 質問紙誠査

心情アンケート調査では、小学生、中学生、大学生いずれも計算問題と記憶力問題を行った

時の全項目で平均すると、 「無音J環境が一番であることがわかった。 rクラシック音楽j環

境下のさF瞥効率が最も高いのではないかと予想していたが、実際の学力I向上に繋がるという関

係性は見いだせなかった。しかし、 「リラックスできた」と「心地よく解けたjの項目につい

ては、小学生‘中学生、大学生が共通して「クラシック音楽Jの平均値が高いととが分かっ

た。これは、 「クラシック音楽Jが苦Ij事問題の回答率とは関係なく、ストレスを軽減させた

り、情緒の面で落ち着いたりする癒しの効果があるのではないかと考えられる。音楽による癒

しの効果は成長過程に関係なく共通にみちれる乙とから、 「クラシック音業Jを学校内での

色々な場薗で有効活用が可能ではないかと思う。たとえば、保健室で「クラシック音楽Jを旅

して癒しの空間を作ることができれば、生徒の保健室の来室を増やし、不登校者などの問題の

早期解決がで宮たり、内科的訴えや負傷者の痛み軽減につなげたりすることができると推測さ

れる。健常者でも、給食時間や昼休みの娯楽、清掃時間などに「クラシック音華むを活用する

ととにより、児童生徒の精神的安定につなげられるのではないかと考える@

心情アンケートの結果と、言i算・記憶力問題の回答率の結果を照らし合わせてみると、

「解きやすいj という項目に特化すると、一番「解きやすいJと感じた環境音と計算・記憶
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)J問題の回答率が高かった環境音が、小学生は「クラシック音楽J、中学生・大学生では

「無音」という結果になり、年齢llrJの心情と回答率は共通している結果になった。

V.総括および結論

今回の研究では、環境音がおよぽす成長過程の学習効果について、以下の3点の結果が得

られた@

①「無音Jは中学生・大学生での学習効果が高〈、心情の面からは成長過程に共通して心地

よい環境であると肯定的である。

②「生活環境音Jは、成長過程に共通して学習効果の低下につながり、心情の面からも成長

過程に共通して不快と感じている。

③「クラシック音華むは小学生には学習効果が高く、心情の商からは成長過程に共通して

ストレスを軽減し、婚しの効果があると認められた。

「クラシック音楽」には成長過程に共通して、癒しの効果があるということはわかった

が、具体的にどのような曲が良いのか、今後、音楽のジャンルや特徴の詳細を検証する必

要があるα また、多種多様な環境音についても僧懇位告さらに高め、学校保健蜜や教育現

場でも有効な環境作りのために、今後さらなる研究を継続していく必要があると考えている。
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資料 1 計算問題と記憶力関煽

間" Jj(の問題を解いてくださいa

()) 12x24~ 

@ 38x昭=

③ 82X16= 

⑨ 35XIO= 

③ 12X6= 

(害者IlJ.武吉)

@ ミカン1偶とリンゴ2掴買うと、関門になります。また、ミカン1個と日ンゴ1摘を買うと

30円になりましたa ミカンとリンゴ田4車障はそれぞオ坤I円でしょう。

式

⑦ 23Xll= 

⑥ 8X12 

③曲X12=

@ 64x3~ 

@ 77X3~ 

答主

@ 太郎くんと次郎君とコ』日君のこずかいを告かせると‘ 1400円になります硲

太郎くん的こず料、は、拠隠より 2田内多三郎くんより 1国内芸品犠ですむ

次郎くん時こずかいはいくらでしょう。

式

⑬ 77x12 

@ 13x15~ 

@ 2l X87~ 

⑮ 23X25 

⑫ 12X9= 

⑬ 16X15= 

⑬ 21X99= 

⑧2OX18= 

間2，1分間でできるだけ、験番通りに事津を暗記してください白

事え

1分髄ったら先生の抱示に従つ亡困答用紙こ費:えた瞬番に数字を脅いてください。

6530459873 

3249837539 

3529752385 

1238746639 
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資料2 乙侍アンケ}ト

今回の計事事・官E輔カの間陸軍を行った時の心情を教えてくださし、

自分¢一番あてはまる番号にOをつけてくださしL

m無音
1、 解きやすかった . 3 2 解きにくかった

Z、 豊中できた 432  1 貨が散る

札 口ラックスできた 4 :3 2 1 揖張した

4、 心地よかった 432  不伏な気分だった

5、 韓ち着いてできた 432 1 イライラした

@生活環境音

1、解きやすかった 432  1解きにくかった

ゑ 集中できた 432  1気が散った

3、 日ラックスできた 432  1 緊張した

4、 b地よかった 432  1 不快な気分だった

弘 蒋ち着いてできた 432 1 イライラした

③クラシック音楽

1、解きやすかった 4 3 2 1解きにくかった

2、 集中できた 432  1 気訴散る

3、 Hラックスできた 432 1 緊張した

4、 心地よかった 4321'1'棋な覚分だった

5、 蕗ち着いてできた 432 1 イライラした

本自由記述

今回の計算・記憶力の問題を解いているときの感想を教えてください。
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Abstract 

In出 sresearch，吐rree叩泊。田nen凶田lundswere set. spec巡回lly:1: S畳間関 2:

So叩 dsof dsily 1尚 and3: Cl部 si国1musi，ιAnalyses were conducted on bow 1朗出ng

was aff.∞ted by each environment. Also， e百'ectson learning were v凶fiedfor each 
environmental sound from the aspect of sentiment， at each developmental processョ

除rgetingpup姐.8，studen担割減u凶V町sitystuden鼠 Thefollowing were c1arified組曲e

resul脂羽止出regardtoせ田effects出at昭三rironmen土alsounds have on 1田mingin

development proc時ses.

I:Le紅凶nge百ectswere high among junior high sch四01students町lduniversity 

studen土sin a silent environment Development processes were common from the 

asp配 tof s朗 timenlltis affirma世間仕削減encei...;; a ∞mfortable environm聞t.
2:L組問ingeffects commoniy dropoed in devel∞mentpr，回目盟関forilie environ 
menthaving世官慌)undsof daily Iife. lt was also commoniy felt in development 

pr.出回証盟tobe un∞mfo抗ablein the aspect of sentim悶 t
3:Le町ningeffec包 we肥 high田nongel盟百四泊rysch∞，1students in a classical music 

出，vironment.In ilie as担 ctof sentin1ent， oc削 nonly出nongdevelop間関Lpr，悦朗自es，

str，田sw田 reduad;c1assical music was fo四 d加 havea配刃仕企19eff∞t 
It is thought necessary to implement fur泊erstudies in拍 ilieeffec包 onleaming出at

V町ioustypes of environmental泊四ldshave. 

Keyw官d鉱閉羽ron即日1拍1sounds; le紅n加geffec脂 developmentproc出掛S




